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03 国際交流プログラム報告書の発⾏にあたって 

 

04 国際交流プログラムについて 

 

05 語学研修・⽂化体験プログラム 

 

08 国際PBLプログラム 

 

10 学部・学科・研究科の独⾃プログラム

13 協定校主催のプログラム 

 

14 海外交流協定校⼀覧 

 

16 キャンパスでの国際交流  

 

17 国際交流センター

国際交流プログラム報告書の発⾏にあたって 

 

2020年１⽉に発⽣した新型コロナウイルス感染症は、瞬く間に

世界中に広がりました。年々増加していた訪⽇外国⼈の姿も消え、

国境を越えた⼈の往来は今も厳しい状況にあります。本学の国際

交流プログラムにおいても、多くのプログラムが中⽌となりました。

その⼀⽅で、このような状況下でも「交流したい」という思いは消え

ることなく、オンラインという新しい形で語学研修や国際PBL等の

⼀部プログラムを実施することができました。

 

 

現在、世界中でNew Normal が求められています。今こそ国を超

えて⼈々が⼒を合わせ、新しい⽣活様式を作り上げていかなけれ

ばなりません。新しい国際交流の形態の中で、皆さんが柔軟な思

考を持つ学⽣時代に今まで考えもしなかった異なる価値観に触れ、

視野を広げて、将来グローバル社会で活躍できる⼈材へと成⻑す

ることを⼼から願っています。 

                     2021年4⽉

 
 
⽬次
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【参加者】 

 夏期32⼈、春期20⼈ 

 

【内 容】 

 ・語学学校と国際交流センターで設計した本学専⽤プログ 

   ラム 

 ・講師とのマンツーマン形式 

 ・平⽇に1⽇4時間の英会話レッスン 

 ・受講科⽬は各⾃で 選択可能 

 ・事前にレベルチェックテストを実施 

 

【⼤学からの費⽤⽀援】 

 ・出席率により参加費の最⼤50％をキャッシュバック

【参加者】 

 ４⼈ 

 

【内 容】 

 ・協定校主催のプログラムに他⼤学と合同で参加 

 ・グループ授業（レベルに合わせてクラス分け） 

 ・英語学習18時間、必須アクティビティ10時間の合計 

   28時間 

 ・バーチャルホームステイ3時間（希望者のみ） 

 

【⼤学からの費⽤⽀援】 

 ・出席率により参加費の最⼤50％をキャッシュバック

【参加者】 

 ３⼈ 

 

【内 容】 

 ・協定校主催のプログラムに⽇本の他⼤学と合同で参加 

 ・タイと⽇本の友好関係についての講義 

 ・バーチャルキャンパスツアー 

 ・初級タイ語講座 

 ・タイの伝統舞踏体験

【参加者】 

 ６⼈ 

 

【内 容】 

 ・協定校主催のプログラムに他⼤学と合同で参加 

 ・テーマは「インドネシアの海洋⽂化：海洋資源の回復⼒と 

   歴史的展望」 

 ・バーチャル市内観光 

 ・伝統舞踊レッスン 

 ・インドネシア語初級講座（各地域の⽅⾔紹介） 

 ・漁業や⿂の調理⽅法紹介 

 ・研究発表

語学研修プログラム ⽂化体験プログラム

(上)オンライン受講の様⼦ (下)卒業式集合写真

（上）バーチャルキャンパスツアー （下）バーチャルホームステイ

（上）バーチャルキャンパスツアー （下）タイ寺院の紹介

（上）バーチャル観光 （下）インドネシアについての学習

NILS（フィリピン・セブ）

スインバン⼯科⼤学（オーストラリア・メルボルン）

泰⽇⼯業⼤学（タイ・バンコク）

ハサヌディン⼤学（インドネシア・マカッサル）
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【ホスト校・参加⼈数】 

 芝浦⼯業⼤学/⽇本 ６⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 台湾科技⼤学/台湾 ３⼈ 

 ウィドヤ・マンダラ・カトリック⼤学/インドネシア 10⼈ 

 津⽥塾⼤学/⽇本 ２⼈ 

 ⼤阪⼯業⼤学/⽇本 ３⼈ 

【実施期間】  

 2020年８⽉19⽇∼９⽉12⽇ 

【テーマ等】  

 ⽇⽤品を使って化学反応を表現したコマ撮りアニメを作成 

 する 

【内容】 

 ・チーム内で化学反応の絵コンテ（英⽂説明付き）を交換 

 ・各チームで意⾒交換、コマ撮りアニメを作成  

 ・コマ撮りアニメの相互投票（⼯夫の⾯⽩さ、化学合理性 

   など） 

 ・表彰、懇親会（⼤学紹介、各国の⽂化紹介など）

【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学/⽇本 12⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 ウィドヤ・マンダラ・カトリック⼤学/インドネシア 50⼈ 

【実施期間】  

 2021年１⽉19⽇∼１⽉28⽇ 

【テーマ等】  

 液晶材料合成に関するPBL型研修 

【内容】 

 ・村岡教授による有機化学の特別講義14コマ 

 ・下村准教授による講演、質疑応答 

 ・平井准教授による講演、質疑応答、今後のテーマに関す 

   るディスカッション 

 ・松⽥講師による講演、質疑応答、プログラムの総括

国際PBL

（上）インドネシアの紹介 （下）ローカルフードの紹介

（上）後援会の様⼦ （下）参加者集合写真

⼯学部応⽤化学科①

⼯学部応⽤化学科②
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【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学⼯学部応⽤化学科/⽇本 10⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 ウィドヤ・マンダラ・カトリック⼤学/インドネシア ９⼈ 

【実施期間】  

 2021年１⽉19⽇∼１⽉29⽇ 

【テーマ等】  

 持続可能な社会で活躍できる技術者をめざすための基礎 

 ⼒を⾝につけるプログラム 

【内容】 

 ・両⼤学の紹介、課題発表 

 ・再⽣可能エネルギー創出技術に関する事例紹介 

 ・エネルギー創出技術に関連する基礎知識の講義 

 ・学⽣間のディスカッション、作業状況の把握と中間報告 

 ・両⼤学から研究事例の紹介 

 ・各チームによるプレゼンテーション、内容に関するディベ 

   ート

【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 15⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 スタンフォード⼤学/アメリカ ２⼈ 

【実施期間】  

 2020年７⽉10⽇∼７⽉31⽇ 

【テーマ等】  

 ・ニューノーマル時代の距離や時間にとらわれない住宅 

 ・家族コミュニケーションの未来のカタチ 

 ・災害から命とモノを守る次世代住宅 

【内容】 

 ・スタンフォード⼤学のプレゼン受講と提案内容の指摘 

 ・スタンフォード⼤へ改良案とプロトタイプの説明。参考資 

   料などの指導を受けた。 

 ・スタンフォード⼤へプロトタイプを説明。改良点などの指 

   導を受けた。 

 ・スタンフォード⼤に最終のプレゼンテーションを⾏い、良 

   好なコメントをもらった。

【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 15⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 タマサート⼤学シリントーン国際⼯学部/タイ 10⼈ 

【実施期間】  

 2020年７⽉７⽇∼８⽉６⽇ 

【テーマ等】  

 デザイン思考による健康と福祉についてのアジアの⼈々 

 の課題解決 

【内容】 

 ・本学提案ビデオの公開 

 ・Google Meetでメンバー紹介、提案ビデオ紹介 

 ・２カ国混成チーム決定、タイメンバーからのコメント、課題 

   再定義 

 ・プロトタイプとビデオ作製 

 ・プレゼンテーション、デモ 

 ・ビデオアップロード、タイのメンバーにも公開。最終発表 

   に反映

【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 ９⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 マレーシアサバ⼤学/マレーシア ９⼈ 

【実施期間】  

 2020年７⽉15⽇∼８⽉ 

【テーマ等】 

 ⽇本、マレーシアのwithコロナ時代における共通課題の 

 解決 

【内容】 

 ・Zoomにて⼤学紹介、⾃⼰紹介、グループ分け 

 ・グループごとに両⼤学学⽣間でLINEグループを作成し、 

   以後随時打ち合わせやオンライン会議を実施 

 ・Zoomにて全体打ち合わせ、各班でアイディア出し（プロ 

   トタイプ作成は⼯⼤学⽣が担当） 

 ・プロトタイプが完成した班から随時マレーシアサバ⼤教 

   員と学⽣に共有し、コメントを取得、最終資料に反映

学部・学科の独⾃プログラム

（上）SDGsのターゲットについて事例紹介 （下）プレゼンテーション⾵景

成果発表ポスター

成果発表ポスター

成果発表ポスター

⼯学部（協定校とのオンライン交流プログラム）

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）①

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）②

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）③
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【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学⼯学部応⽤化学科/⽇本 10⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 ウィドヤ・マンダラ・カトリック⼤学/インドネシア ９⼈ 

【実施期間】  

 2021年１⽉19⽇∼１⽉29⽇ 
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   ート
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 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 15⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 スタンフォード⼤学/アメリカ ２⼈ 

【実施期間】  

 2020年７⽉10⽇∼７⽉31⽇ 

【テーマ等】  

 ・ニューノーマル時代の距離や時間にとらわれない住宅 

 ・家族コミュニケーションの未来のカタチ 

 ・災害から命とモノを守る次世代住宅 

【内容】 

 ・スタンフォード⼤学のプレゼン受講と提案内容の指摘 

 ・スタンフォード⼤へ改良案とプロトタイプの説明。参考資 
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 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 15⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 タマサート⼤学シリントーン国際⼯学部/タイ 10⼈ 

【実施期間】  

 2020年７⽉７⽇∼８⽉６⽇ 

【テーマ等】  
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 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 ９⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 マレーシアサバ⼤学/マレーシア ９⼈ 

【実施期間】  

 2020年７⽉15⽇∼８⽉ 
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学部・学科の独⾃プログラム

（上）SDGsのターゲットについて事例紹介 （下）プレゼンテーション⾵景

成果発表ポスター

成果発表ポスター

成果発表ポスター

⼯学部（協定校とのオンライン交流プログラム）

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）①

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）②

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）③
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【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 13⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 国⽴雲林科技⼤学/台湾 10⼈ 

【実施期間】  

 2020年７⽉6⽇∼７⽉10⽇ 

【テーマ等】 

 健康と福祉 

【内容】 

 ・⼤学紹介、グループ単位で⾃⼰紹介ポスターを作成して 

   発表 

 ・雲林科技⼤教員の講義、ターゲットユーザ（ペルソナ） 

   と課題の設定 

 ・問題解決のアイディア出し、親 

   睦会 

 ・本学教員の講義、課題解決⽅法提決定、発表資料作成 

 ・各グループの提案発表

【ホスト校・参加⼈数】 

 ⼤阪⼯業⼤学ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部/⽇本 ９⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 プラット⼯科⼤学/アメリカ 学⽣、卒業⽣他 14⼈ 

【実施期間】  

 2020年５⽉12⽇∼８⽉20⽇ 

【テーマ等】 

 海外でも注⽬されている「⽣きがい（IKIGAI）」について、 

 異なる歴史や⽂化を背景とするニューヨークの⼈々が共感 

 できるプロジェクトの⽴案 

【内容】 

 ・プラット⼯科⼤学教員のオンライン授業 

 ・「⽣きがいを⽣み出すデザイン」の提案ビデオ(英語)の発 

   表 

 ・プラット⼯科⼤学を中⼼に各国の⽅にビデオの講評、 

   フィードバックを受けた。 

 ・クイーンズ美術館キュレーターによる英語の解説講義

【受⼊⼈数】 

 10⼈（マレーシア、フィリピン、スリランカ、タイ、ベトナム） 

【実施期間】  

 2020年10⽉６⽇∼2021年１⽉20⽇ 

【内容】 

 2016年度より実施しているWIPO（世界知的所有権機 

 関）研修員の受⼊れを、「IP StudiesⅠ」、「IP Studies

Ⅱ」2科⽬のオンライン受講に 

 変えて実施

【ホスト校】 

 ウィドヤ・マンダラ・カトリック⼤学/インドネシア 15⼈ 

【参加校・参加⼈数】 

 国⽴台湾科技⼤学/台湾 ２⼈ 

 芝浦⼯業⼤学/⽇本 ３⼈ 

 ⼤阪⼯業⼤学/⽇本 12⼈ 

【実施期間】  

 2021年２⽉24⽇∼３⽉26⽇ 

【テーマ等】 

 ECO-FRIENDLY LIVING IN NEW NORMAL 

【内容】 

 ・⾃⼰紹介、グループ分けとプロジェクトの説明 

 ・ブレインストーミングを通してテーマを決定、アイデアのプ 

   レゼンテーション 

 ・ビデオの企画、デザイン、制作 

 ・Youtubeなど様々なソーシャルメディアでビデオを公開、 

   評価を経て優秀作品を表彰 

 

協定校主催のプログラム

IP Studies 授業計画

プログラムブック

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）④

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ&ﾃﾞｻﾞｲﾝ⼯学部（ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ）⑤

知的財産研究科（WIPO研修⽣オンライン授業受⼊れ）

オンライン国際ジョイントプログラム
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LLCは皆さんの英語学習のための「英語空間」。スタッフは

国際⾊豊かでフレンドリーです。 

LLCでは、英語学習教材、映画のDVD、ゲーム、雑誌などが

利⽤できます。またコンサルテーション・ルームで先⽣と会話

練習をしたり、⾃分に合った英語学習プランのアドバイスを

受けることもできます。 

 

【場   所】 

 ⼤宮キャンパスChast（受付2階） 

 ※梅⽥・枚⽅キャンパス向けの講座もあります。 

【開室時間】 

 授業期間中の（⽉）∼（⾦）9:00∼19:00 

【WEBサイト】 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/learning/llc/

国際友好部は国際交流を通してグローバル⼈になることを⽬

標に、交換留学⽣のサポートや正規留学⽣とのイベントなど

を企画しています。 

2020年度は新型コロナウィルスの影響で活動が制限される

中、３キャンパスの紹介動画（⽇本語版・英語版）を作成しま

した。⽇本語版は新⼊⽣向けに、英語版は未来の海外交換

留学⽣たち向けに、キャンパスツアーの⼀助にしたいとの思

いで、部員で⼿分けしてカメラ撮影取材し、編集、字幕作成・

英訳などを⾏いました。 

学内で国際交流したい⽅や国際友好部の活動に関⼼のある

⽅は、国際交流センターまで気軽にお問い合せください。 

 

【キャンパス紹介動画】 

 ⽇本語版：https://youtu.be/hWjxOC6SHKk 

 英語版：https://youtu.be/-c054Ne2ZdE

本学では国際交流を推進するために、国際交流センターを設

置しています。当センターでは、主に在学⽣の海外派遣や、海

外からの留学⽣・研修⽣の受け⼊れのほか、留学希望者へ

の各種情報の提供や、さまざまなアドバイスを⾏っています。 

学内・学外とのネットワークを⽣かし、⼤学全体で「国際」的な

事業展開を推進していくミッションを実現するためのツールと

して少しでもお役に⽴ちたいと考えています。 

留学はもちろん、異⽂化や留学⽣との交流に興味のある⽅

は、気軽に国際交流センターまでご相談ください。 

 

【開室時間】 

 ⽉∼⾦曜⽇  9:00∼17:00 

 ⼟曜⽇    ⾏事と事前予約の場合を除き閉室（メール 

        対応のみ） 

【場  所】 

 ⼤宮キャンパスChast1階

本学では国際ＰＢＬの今後５年間の共通テーマを「SDGs」

（持続可能な開発⽬標）としています。そこで国際交流センタ

ーは、社会課題（環境、平和、⾷、⼈権、多様性、エネルギー）

などSDGsをテーマとする世界のドキュメンタリー映画を本学

学⽣と教職員の皆さまが⾃由時間に無料で楽しんでいただ

けるプログラムを⽤意しました。関⼼のある⽅は、ぜひ国際交

流センターのWEBサイトページからお申込みください。 

この機会にSDGsに対する理解を深め、皆さんの専⾨分野

に即した研究課題発⾒に役⽴てていただければ幸いです。

キャンパスでの国際交流 国際交流センター
Language Learning Center（LLC）

国際友好部 「SDGs」オンライン映画配信サービス

16 17



LLCは皆さんの英語学習のための「英語空間」。スタッフは

国際⾊豊かでフレンドリーです。 

LLCでは、英語学習教材、映画のDVD、ゲーム、雑誌などが

利⽤できます。またコンサルテーション・ルームで先⽣と会話

練習をしたり、⾃分に合った英語学習プランのアドバイスを

受けることもできます。 

 

【場   所】 

 ⼤宮キャンパスChast（受付2階） 

 ※梅⽥・枚⽅キャンパス向けの講座もあります。 

【開室時間】 

 授業期間中の（⽉）∼（⾦）9:00∼19:00 

【WEBサイト】 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/learning/llc/

国際友好部は国際交流を通してグローバル⼈になることを⽬

標に、交換留学⽣のサポートや正規留学⽣とのイベントなど

を企画しています。 

2020年度は新型コロナウィルスの影響で活動が制限される

中、３キャンパスの紹介動画（⽇本語版・英語版）を作成しま

した。⽇本語版は新⼊⽣向けに、英語版は未来の海外交換

留学⽣たち向けに、キャンパスツアーの⼀助にしたいとの思

いで、部員で⼿分けしてカメラ撮影取材し、編集、字幕作成・

英訳などを⾏いました。 

学内で国際交流したい⽅や国際友好部の活動に関⼼のある

⽅は、国際交流センターまで気軽にお問い合せください。 

 

【キャンパス紹介動画】 

 ⽇本語版：https://youtu.be/hWjxOC6SHKk 

 英語版：https://youtu.be/-c054Ne2ZdE

本学では国際交流を推進するために、国際交流センターを設

置しています。当センターでは、主に在学⽣の海外派遣や、海

外からの留学⽣・研修⽣の受け⼊れのほか、留学希望者へ

の各種情報の提供や、さまざまなアドバイスを⾏っています。 

学内・学外とのネットワークを⽣かし、⼤学全体で「国際」的な

事業展開を推進していくミッションを実現するためのツールと

して少しでもお役に⽴ちたいと考えています。 

留学はもちろん、異⽂化や留学⽣との交流に興味のある⽅

は、気軽に国際交流センターまでご相談ください。 

 

【開室時間】 

 ⽉∼⾦曜⽇  9:00∼17:00 

 ⼟曜⽇    ⾏事と事前予約の場合を除き閉室（メール 

        対応のみ） 

【場  所】 

 ⼤宮キャンパスChast1階

本学では国際ＰＢＬの今後５年間の共通テーマを「SDGs」

（持続可能な開発⽬標）としています。そこで国際交流センタ

ーは、社会課題（環境、平和、⾷、⼈権、多様性、エネルギー）

などSDGsをテーマとする世界のドキュメンタリー映画を本学

学⽣と教職員の皆さまが⾃由時間に無料で楽しんでいただ

けるプログラムを⽤意しました。関⼼のある⽅は、ぜひ国際交

流センターのWEBサイトページからお申込みください。 

この機会にSDGsに対する理解を深め、皆さんの専⾨分野

に即した研究課題発⾒に役⽴てていただければ幸いです。

キャンパスでの国際交流 国際交流センター
Language Learning Center（LLC）

国際友好部 「SDGs」オンライン映画配信サービス

16 17



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発⾏ ⼤阪⼯業⼤学 国際交流センター 

〒535-8585 ⼤阪市旭区⼤宮5丁⽬16番地1号 

TEL (06)6954-4935 

Homepage: http://www.oit.ac.jp/japanese/international/ 

Twitter: https://twitter.com/OIT_INTL 

2021年4⽉30⽇ 発⾏

2020年度国際交流プログラム活動報告
⼤阪⼯業⼤学国際交流センター



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発⾏ ⼤阪⼯業⼤学 国際交流センター 

〒535-8585 ⼤阪市旭区⼤宮5丁⽬16番地1号 

TEL (06)6954-4935 

Homepage: http://www.oit.ac.jp/japanese/international/ 

Twitter: https://twitter.com/OIT_INTL 

2021年4⽉30⽇ 発⾏

2020年度国際交流プログラム活動報告
⼤阪⼯業⼤学国際交流センター



2020年度国際交流プログラム活動報告
⼤阪⼯業⼤学国際交流センター

2 02 0年
度
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
報
告

⼤
阪
⼯
業
⼤
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー


